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【国際特許分類】
   Ｂ２９Ｃ  59/02     (2006.01)
   Ｂ２９Ｃ  59/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/10     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/08     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   3/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/60     (2014.01)
   Ｂ２９Ｌ   7/00     (2006.01)
   Ｂ２９Ｌ  11/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２９Ｃ  59/02    　　　Ｚ
   Ｂ２９Ｃ  59/00    　　　Ｆ
   Ｇ０２Ｂ   5/10    　　　　
   Ｇ０２Ｂ   5/10    　　　Ｃ
   Ｇ０２Ｂ   5/08    　　　Ａ
   Ｇ０２Ｂ   3/00    　　　Ａ
   Ｇ０２Ｂ   3/00    　　　Ｚ
   Ｇ０３Ｂ  21/60    　　　Ｚ
   Ｂ２９Ｌ   7:00    　　　　
   Ｂ２９Ｌ  11:00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年4月11日(2014.4.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱可塑性を有するフイルム状の基材を含むアレイ基板の製造方法であって、
　前記基材に、各々が前記基材の厚さの０．２５倍から２倍の孔径の複数の孔を、前記孔
径の５倍から４０倍の間隔を有するようにそれぞれ互いに離間して形成する孔形成工程と
、
　複数の凸部または凹部がアレイ状に形成された型部材を加熱し、前記複数の孔が形成さ
れた前記基材を押圧することによって、前記基材に前記複数の凸部または凹部を転写する
転写工程と、を備えることを特徴とするアレイ基板の製造方法。
【請求項２】
　請求項１に記載のアレイ基板の製造方法であって、
　前記孔形成工程は、鋭頭を備える棒状部材を加熱して前記基材を押圧することによって
、前記孔を形成し、
　前記転写工程は、前記孔が形成された前記基材を加熱し、前記基材を押圧することによ
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って、前記基材に前記複数の凸部または凹部を転写すること、
　を特徴とするアレイ基板の製造方法。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載のアレイ基板の製造方法を用いて製造されたことを特徴
とするアレイ基板。
【請求項４】
　投射光を反射するスクリーンの製造方法であって、
　請求項３に記載のアレイ基板に形成された複数の凸部または凹部に対し、前記投射光を
反射させる反射膜を形成する反射膜形成工程を備えること、を特徴とするスクリーンの製
造方法。
【請求項５】
　請求項４に記載のスクリーンの製造方法を用いて製造されたこと、を特徴とするスクリ
ーン。
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